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■このたびは、TOTO製品をお求めいただきまして、

まことにありがとうございました｡ �

　この説明書をよくお読みのうえ､ 正しくお使いくだ

さい。�

■この説明書は保証書付ですので、大切に保存して

おいてください。�

■水栓金具に関する内容は専用の説明書にのせて

いますので、この説明書とあわせてよくお読みくだ
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安全上の注意

表　　　示 意 　 　 味

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、
●死亡または重傷を負う可能性が想定される内容
を示しています。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、
●人が損害を負う可能性が想定される内容
●物的損害の発生が想定される内容
を示しています。

警告

注意

〈漏水の早期発見〉
定期的に、配管の回り（キャビネット内・点検口内）を見て水漏れがな
いか確認してください。部品の劣化・摩耗などによる漏水が発見できず、
家財などをぬらすおそれがあります。

〈落下の未然防止〉
定期的に、取っ手や丁番のねじを見てゆるみがないか確認してください。
各部のねじがゆるんだまま使用されますと、扉や取っ手の脱落につなが
るおそれがあります。

注意

ご使用の前に、この「安全上の注意」をよくお読みのうえ、正しくお使い
ください。

安全のため必ずお守りください

● この説明書では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や、財産

への損害を未然に防止するために、つぎのような表示をしています。

●お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる場所に、必ず保存してください。

● 組み込まれる機器・器具などについては、それぞれの取扱説明書および本体に表示されてい

る事項をお守りください。

この記号は、禁止の行為であることを告げるものです。
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警 告
コンセントを使用する際は絶対に表示電
力を守ってください

表示電力（コンセントの近くに表示）
をこえると火災のおそれがあります。

コンセント部分に水をかけたり、ぬれた
手でさわらないでください

ランプ交換やお手入れの際には、必ず電
源スイッチを切ってください

感電するおそれがあります。

感電の原因となります。 発火および感電の原因となります。

電気器具はご自身で分解したり修理は行
わないでください



電気コードを傷つけると漏電及び火災
のおそれがあります。

警 告
ランプ交換やお手入れの際には、必ず電源スイッチを切ってください

コードをたばねたまま使わないでください

化粧鏡の移動、移設の際電気コードを傷
つけないでください

コンセントの差込み口にちりやほこりを付
着させたまま使用しないでください

感電するおそれがあります。

コード発熱・火災のおそれがあります。

火災の原因となります。
乾いた布でよく拭いて、確実に差し込
んでください。
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警 告
使用地域の周波数にあわせてください

スライド鏡を電源プラグにぶつけないでください

昇降装置はご自身で分解したり修理は行わないでください

60Hz用器具を50Hz地区で使用すると火
災の原因となります。

故障・発火のおそれがあります。

異常動作によりケガ・故障の原因となりま
す。
封入されているガスが抜けて洗面器の支持
力が変化し危険です。
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警 告
ガススプリングは火中に投じないでください

ガス膨張による破裂やオイル噴出によりケ
ガの原因となります。

注 意
昇降時は、洗面器の横に手や物を置かないでください

洗面器と壁等のすき間に手や物がはさまり、
ケガや故障の原因となります。

熱湯を使用中の洗面ボウル下面に触らないでください

洗面器のボウル下面が熱くなっていますの
でやけどのおそれがあります。
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注 意
化粧鏡扉を開いた状態で昇降させないでください

洗面器に水を溜めたままや重い物を載せて昇降させないでください

配管カバーをはずした状態で昇降させないでください

昇降の際、前かがみになり鏡で頭を打った
り、水栓金具があたり破損の原因となりま
す。

ケガの原因となります。

ケガの原因となります。
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注 意
洗面器に乗らないでください

防水パネルのすき間や配管カバーの間に指を入れないでください

高齢の方や小さなお子さまが使用するときは、付添ってください

故障および、転落、転倒、ケガの原因とな
ります。

洗面器を昇降させたときケガの原因となり
ます。

転落、転倒、ケガの原因となります。
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注 意
ケーブルを曲げたり引っ張ったりしないでください

ガススプリングに注油しないでください

ガススプリングのロッドに傷を付けないでください

ガススプリングのロックがきかなくなり、
使用中に降下し、ケガや故障の原因となり
ます。

シール部を傷めチューブ内のガス及びオイ
ルが漏れて、支持力が低下し使用中に洗面
器が降下して、ケガや故障の原因となりま
す。

シール部を傷めチューブ内のガス及びオイ
ルが漏れて、支持力が低下し使用中に洗面
器が降下して、ケガや故障の原因となりま
す。



注 意
カウンターや引出し、扉、把手にぶらさが
ったり乗ったりしないでください

化粧鏡本体（蛍光灯カバー）上に物をのせない
ようにしてください

棚ダボは正しく押し込み、棚には大量の書
物等重いものはのせないでください

洗面器に、かたい物をおとさないでくださ
い

凍結が予想される際は、配管の水抜き操作と水栓の水抜き操作を
行ってください（寒冷地型）

蛍光灯カバーが外れてけがをする危
険があります。

照明（蛍光灯タイプ）

カウンターや引出し、扉、把手がは
ずれて、ケガの原因となります。

洗面器が破損してケガをしたり、漏水
のため家財を汚す原因となります。
※化粧鏡の収納物取出し時は、特に注
意してください。

ケガをするおそれがあります。

10

凍結破損で漏水するおそれがあります。水抜き操作方法は、P.28「凍結予防のしかた」を参照ください。
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使用上の注意
1.洗面器・キャビネット・カウンター

ストーブなどを近づけないで
ください

変色・変形するおそれがあります。

直射日光にさらされる場合は必ず
カーテンなどでさえぎってください

変色するおそれがあります。

ヘアドライヤーの熱風を直接あて
ないでください

変色・変形するおそれがあります。

冷たい洗面器に、急に熱湯を注が
ないでください

水を少しためてから注いでください。

洗面器に冷水をためると、環境条
件や時間によっては結露すること
があります。

ぬるま湯をお使いいただくと防止できます。

排水栓の上に重いものをのせない
でください

故障の原因となります。



シャワーホースをはずさない
でください

カウンターキャビネットに
水をかけないでください

木質で出来ていますので
表面材のはがれや木部変
形の原因となります。
水がかかった場合は、す
ぐにふきとってください。

排水栓押棒�

排水栓押棒を上げたまま、硬いも
のを当てないでください

作動不良の原因となります。

洗面化粧台の周囲に物を置かない
でください

配管カバー等に物があたり、破損、故
障の原因となります。

シャワーヘッドを防水パネルに向
けて昇降させないでください

化粧鏡とあたり破損、故障の原因とな
ります。

配管カバーの内部に物を置かない
でください

水漏れ、破損、故障の原因となります。
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切欠部よりホースをはずすと、水受け
トレイよりホースが出て、床をぬらす
おそれがあります。



配管カバーに物をぶつけたり
強い力で押さないでください

破損の原因になります。

防水トレイより水が出た場合は
内部を点検してください

給排水管よりの漏水や
水受けトレイからの漏
水がないか確認してく
ださい。
漏水している場合は、
修理を取付工事店に依
頼してください。

化粧品を付着させないでください

変色・破損のおそれがあります。
付着したときはすぐにふきとってください。

殺虫剤を蛍光灯部分にかけない
でください

変色・変質の原因となります。

鏡にかたいものをぶつけない
でください

破損の原因となります。

ガススフリングを引っ張らない
でください

故障の原因となります。

2.化粧鏡・ミドルキャビネット
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鏡に冷水や熱湯をかけない
でください

漏電・鏡の破損の原因となります。

棚の上に火のついたタバコなどを
置かないでください

変色・破損のおそれがあります。

旅行などで長期間使わないときは
必ず電源プラグを抜いてください
また直結配線の場合は、必ず元電
源を切ってください

地震など万一の場合に火災を防ぐことができます。

タオルバーにタオル以外のものをぶらさげないでください

破損の原因となります。

くもり止めヒータ使用中は鏡面をタオル
などでおおわないでください

発熱・鏡の破損の原因となります。

3.オプション
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各部のなまえ

※図は、LDSR750TR＋LMR750Hタイプです。



ご使用前に
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ホルムアルデヒドについて
TOTOでは、お客様が安心してお使いいただけるようホルムアルデヒド放散量の少ない材料を採用していま
す。
より快適にお使いいただけるよう下記の点についてご配慮をお願い致します。

● 新築、改築後間もない場合は十分換気を行ってください。ホルムアルデヒドは高温になれば放散される性
質があります。室温を高くしての換気やキャビネット内側の水ふきが効果的です。

●ふだんでも通気や換気にご配慮ください。また、気温の高い夏や長時間密閉状態にしていた後などは、
十分に換気を行ってください。

洗面器の昇降水栓金具

押し下げる�

引き上げる� 操作レバー�

● 操作レバーと洗面器を一緒に握ったまま、洗面器をゆっくり昇降させてく
ださい。
（最上端から最下端までを1秒以上かけて昇降させる事を目安にしてくだ
さい。）

●昇降範囲：洗面台高さ700～850（あふれ面高さ660～810）
※洗面器と壁等にすき間がありますので、指や物を挟まないようご注意く
ださい。

● 水栓金具の取扱説明書
をご参照ください。

● プッシュボタンを押すと排水栓が下がり、
もう一度押すと上がります。

ボタン操作はゆっくりと

●排水口を開閉する時は、プッシュボタンを
ゆっくり押してください。
※強く押すと排水栓が引っかかり、開閉し
なくなる場合がありますが、排水栓をき
ちんと入れ直すことで開閉するようにな
ります。

つかいかた ※水栓金具に関するつかいかたについては、専用の説明書を参照してください。

〈昇降のさせ方〉

排水口の開閉



18

照明・くもり止めヒータのつかいかた

●スイッチボタンを押すとON、もう一度押すとOFF になります。

■化粧鏡

〈一面鏡の場合〉

〈三面鏡の場合〉

コンセントのつかいかた

● コンセントは回転式になっていますので、
下記の手順でご使用ください。

① 軽く差し込む

② 右に回す

③ 奥まで差し込む

トレイのはずしかた

① トレイの奥を両手で持ち上げてください。

② 手前に引いて取りはずしてください。
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スライド鏡の操作方法

●把手をつまんでゆっくりと動かしてください。

〈化粧鏡の場合〉 〈グルーミングミドルキャビネットの場合〉

※鏡に触れて動かすと、手をはさんだり、手に付着した化粧品等で鏡が腐食するおそれがありますの
で、ご注意ください。

・中央棚の収納物を出し
入れするときは把手を
持って鏡をスライドさ
せてください。

・鏡は中央でカチッと音
がし、止めやすくなっ
ています。
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中
性
�

洗
剤
�

お手入れのしかた
〈日頃のお手入れ〉
いつまでも美しさを保つために、日頃からこまめにお手入れをしてください。

洗面器
キャビネット

●布を使用したお手入れ
軽い汚れの場合、水またはぬるま湯に浸した布を良く絞って汚れをふきとってくだ
さい。
ひどい汚れの場合、適量にうすめた中性洗剤を含ませた布で汚れをふき取った後、
水ぶきしてください。

●お願い：表面を傷つけるものは使用しないでください。
●酸性洗剤、塩素系漂白剤、アルカリ性洗剤
●シンナー、ベンジンなどの溶剤
●クレンザー、磨き粉など、粗い粒子を含んだ洗剤
●ナイロンたわし、たわし、ブラシなど

● 日々のご使用により排水管の内面に汚れなどが付着し、流れが悪くなることがあり
ます。時々、市販の排水管洗浄剤にてお手入れしてください。
※洗浄剤のご使用方法については洗浄剤の使用説明書をご参照ください。

● 製品についた汚れ（プラスチック部分の静電気による黒
い汚れを含む）は、ぬれた布をかたくしぼってふき取っ
てください。
その後、水を湿らせた布に少量の中性洗剤をつけてふき
上げ、最後にからぶきしてください。

● シンナー・ベンジンなどの溶剤やクレンザーおよびナイ
ロンたわし、トイレ・バス・タイル用洗剤・塩素系洗剤
は、表面を侵したり傷をつけたりしますので使用しない
でください。

排水金具
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● ふたが着脱できますので、取りはずして水洗いすることが
できます。

●ふたは、図のように上に引っぱるとはずれます。

歯ブラシ立て

●取りはずして水洗いすることができます。
●取りはずしかたは、P.18をご参照ください。

化粧鏡収納トレイ

● 配管カバーをはずし水受けトレイの中に水がたまっていな
いか定期的に点検してください。
たまっていたら排水ホースを手前にたおして水受けトレ
イ内の水を排水してください。

●水抜き後は、排水ホースを元にもどしてください。水受けトレイ

● ガススプリングの清掃については、付着したゴミ、ホコリを払い落とし、からぶき
してください。
ガススプリング本体とロッドにゴミ、ホコリ等が付着したまま拭きますと、ロッド
に傷が付き故障の原因となりますので、十分ご注意ください。

●ガススプリングに注油しないでください。
シール部を傷めチューブ内のガス及びオイルが漏れて、支持力が低下し使用中に洗
面器が降下して、ケガや故障の原因となります。

ガススプリング

本体�

受座�
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〈ヘアキャッチャー、ストレーナの掃除〉

● ヘアキャッチャー、ストレーナがつまると水の流れが悪くなりますので、ときどき次の要領で掃除
してください。

1.ヘアキャッチャー、ストレーナを取出してください。

2.ヘアキャッチャー、ストレーナにつまったごみをブラシ
などで取除いてください。

排水口部 プッシュボタン部

作動不良の原因となります。

取付要領取はずし要領

1）プッシュボタンが飛び出た
状態にして手前に引っぱる。

2）プッシュボタン、ストレー
ナを左右に引っぱる。

1）“カチッ”と音がするまで押
し込む。

2）“カチッ”と音がするまで押
し込む。

排水栓押し棒を上げたまま、硬いもの
を当てないでください。

〈注意事項〉
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排水トラップに異物がつまると水の流れが悪くなりますので定期的に掃除をしてください。

■掃除をするまえに
●あらかじめ水がこぼれた場合のために受皿やぞうきんをご準備ください。

● 排水トラップには水（封水）がたまっていますので、トラップを外した時に水がこぼれないようにご

注意ください。

① 水抜きを行ってください。

② 排水トラップに連結パイプを差し込んでください。（ナットは締めないでください）

③ 洗面器側のナットは、必ず排水金具を手でおさえて締付けてください。

④ 排水トラップに異物やゴミが付着していないか確認しブラシなどを使い洗い流して掃除を行ってくだ

さい。

（ 注意：トラップを外すと洗面化粧台は使用できませんのでご注意ください。）

⑤ 掃除が終ったあと、ナット、パッキン、排水トラップ、水抜きコックを取り付け、ナット、水抜き

コックを手で確実に締めてください。（工具は使わないでください。）

⑥ 最後に水を流し漏水していないかを確認してください。

〈排水トラップのはずしかた〉

● 水受けの容器を置き排水
トラップの水抜きコック
を開けてください。
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定期的な点検のおすすめ
安全・快適にご使用頂くために、定期的に以下の点検を行ってください。

※水栓金具に付いている逆止弁は定期的に交換が必要です。詳細は水栓金具の取扱説明書をご参照ください。
（逆止弁：製品から一度吐水した水などが逆流することを防ぐ部品）

〈水栓のがたつき〉

水栓金具のがたつきがある場合、そのまま使用さ

れますと、故障の原因となりますのでお取扱店ま

たは、東陶メンテナンス㈱へ修理をご依頼くださ

い。

配管まわり（キャビネット内・点検口内など）の

水漏れがないか確認してください。水漏れして家

財などを濡らすおそれがあります。水漏れしてい

る時は、止水栓または元栓を閉め、P.28の「こん

なときは」の項目をご確認のうえ点検をお願いし

ます。

扉や取っ手にがたつきがないか確認してください。

部材の破損や脱落のおそれがあります。扉の調節

ができますので、P.25にしたがって丁番の調整を

してください。

ヘアキャッチャーや排水トラップに異物がつまる

と水の流れが悪くなりますので、定期的に点検を

行ってください。P.22、23にしたがって掃除を

してください。

〈配管まわりの水漏れ〉

〈扉などのがたつき〉

〈排水のつまり〉

取っ手�

扉�
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調整ねじ� 固定ねじ�

側面板�扉�

〈扉の調整方法〉
●キャビネットの扉が長年の使用でずれたときは、丁番で調整してください。

■各部の名称

〈引出し前板の調整方法〉
■引出しの上下左右調整
① 引出し側面にある固定ねじを、前板が動く程度にゆるめてください。（左右各1ケ所）

② 引出し前板を、上下左右に調整してください。

③ 前板の調整が終ったあと、固定ねじを確実に締めてください。

■扉の調整方法
① 扉の前後調整
固定ねじをゆるめて前後調整した後、固定ねじを
締めてください。

② 扉の左右調整
調整ねじを回して、左右の傾きを調整してくだ
さい。

※図のような場合 上は左回し下は右回し

注 意
調整後固定ねじをしっかり締めつけてゆるみがないことを確認してください。
締めつけていない場合は、扉がはずれるおそれがあります。

右回転�

左回転�

●調整後は、固定ねじにゆるみがないか確認してください。
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〈蛍光ランプの交換〉
●照明カバーをはずし、指定の蛍光ランプと交換してください。

■照明カバーの着脱方法
〈化粧鏡の場合〉

●はずしかた　　　　　　　　　　　　　　　　　　●取付けかた

※交換用蛍光ランプ（化粧鏡・照明付ウォール共）
20W（3波長形昼白色）

①カバーを手前に回転させながら
②斜め上に引き抜いてください

①カバーを左右のツメに差し込み、
②手前に回転させながらガチッと音が
するまでツメに押し込んでください

③カバー下部を本体の溝に差し込んで
ください

①�

②�

ガチッ�

③�

溝�

ツメ�
（金具）�

�
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配管カバーのはずしかた

①洗面器を上端まで上げてください。

② 配管カバー（上）の化粧ねじ（2本）をはずし、カバーを手前に引いてください。

③ 配管カバー（下）の化粧ねじ（2本）をはずし、カバーを手前に引いてください。

※化粧ねじを紛失しないよう注意してください。

※配管カバー（上）をはずさずに、配管カバー（下）のみはずすことも出来ます。

配管カバーの取付けかた

① 洗面器を上端まで上げてください。

② 配管カバー（下）を化粧ねじ（2本）で、確実に取付けてください。

③ 配管カバー（上）を昇降装置のガイド板にのせ、上部を洗面器とアームの間に差し込み化粧ねじ

（2本）で、確実に取付けてください。

〈操作レバー取付位置の変更〉
操作レバーの取付位置（右仕様・左仕様）を変更するときは、取付工事店にご相談ください。

〈配管カバーの着脱方法〉
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凍結予防のしかた
〈寒冷地仕様の場合〉
●凍結のおそれがある場合は、別途凍結防止工事を行い次の処置をしてください。
（凍結防止工事については、お求めの販売店又は工事店にご相談ください。）

こんなときは
〈キャビネット内に水が漏れている場合〉
●止水栓を　ドライバーで閉めていただき、修理を依頼される前に、以下の「故障かな？と思ったら」
の内容をご確認ください。

〈修理を依頼される前に〉
●水栓金具に関することは、水栓金具の取扱説明書をご参照ください。
● 洗面化粧台に関することは、以下の「故障かな？と思ったら」をお調べいただき、それでも直らな
い時は、お求めの取付工事店または東陶メンテナンス㈱にご依頼ください。

なお、ご不明な点については、説明書裏面のフリーダイヤルで、商品についてのお問い合わせは「お
客様相談室」補修部品の購入については「TOTOパーツセンター」へお問い合わせください。
● 長期間使用しなかった場合、使いはじめに洗面器が動きにくいことがありますが故障ではありませ
ん。
（数回昇降させると元に戻ります。）
●ガススプリングは、室温や使用頻度により操作力が多少変化しますが故障ではありません。

－

〈水抜方法〉

① 配管カバーをはずしてください。
（配管カバーのはずしかたはP.27をご参照ください。）

② 水栓金具の水抜きについては水栓金具の取扱説明書をご
参照ください。

③ 水受けの受皿を置き排水トラップの水抜コックを開けて
ください。
水抜き後は、必ず水抜コックを確実に締めてください。
（注）水抜きコックは必ず手で締めてください。

工具を使用すると破損するおそれがあります。



29

ピン�
�ケーブル�

現　　　　象

・水が出ない

・湯が出ない

・水が漏れている

・排水の流れが良くな
い

・扉にがたつきがある

・洗面器が昇降しない

お調べ頂くところ

止水栓が完全に開いていますか。

断水してませんか。

給水・給湯管からの漏水ですか。

排水管・トラップ部分からの漏水で
すか。

ヘアキャッチャーにゴミが付着して
いませんか。

ヘアキャッチャーの掃除をしてくださ
い。

トラップ部分に異物がたまっていま
せんか。

固定ねじがゆるんでいませんか。

配管カバーと壁の間に異物が詰ま
っていませんか

固定ねじを締め付けてください。

配管カバーをはずし、異物を取り除
いてください

・操作レバーがかたく
なった

ケーブルがピンに掛かっていませんか ケーブルをピンからはずしてください

・配管カバーがあたる 取付ねじがゆるんでいませんか ねじを締め直してください

・防水トレイの検出口
から水が出た

・蛍光ランプが点灯し
ない

排水トラップの水抜コックがゆる
んでいませんか

水抜コックを確実に締めてください

水受けトレイが満水になっていま
せんか

停電していませんか
電源プラグがコンセントからはず
れていませんか

電源プラグをコンセントに差し込ん
でください

蛍光ランプが切れていませんか 蛍光ランプを交換してください

グローランプが切れていませんか グローランプを交換してください

水受けトレイの水を捨ててください

トラップ部分のナットをゆるめてはずし
て確認したあと、掃除をしてください。

止水栓を開けてください。

断水していないことを確認してくださ
い。

止水栓を必ず閉めて漏水個所を締め直
してください。締め直しても水が漏れ
る場合は、東陶メンテナンス㈱に修理
を依頼してください。

パッキン、防臭栓がずれていないか確
認してください。ナットがゆるんでい
るかもしれません。その場合ナットを
締め付けてください。

処置のしかた 参　照
ページ

P.16

－

P.16

P.27

P.22

P.23

P.25

P.27

－

P.27

P.23
P.27

P.21
P.27

－

P.26

－

〈故障かな？と思ったら〉

〈修理を依頼される前に〉
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アフターサービス
修理を依頼する前に「こんなときは」（P.28）をご確認ください

この製品は保証書の内容にしたがって保証されています。お取付日・お取付店名・お取扱店印が記入し

てあることをご確認ください。

また、保証書の内容をよくお読みの上、大切に保管してください。

保証期間は保証書をご確認ください。

●

●

保証書（この説明書のP.35が保証書になっています）

この製品の補修用部品（機能維持に不可欠な部品で、使用期間中に取替えの必要が発生する可能性の大

きいもの）の供給期間は製造中止後10年です。

（専用の取扱説明書のある製品は、製品に添付の取扱説明書をご確認ください。）

●

補修用品部分の供給期間

保証期間中は保証書の規定にしたがって、修理をさせていただきます。保証期間内でも有料になること

がありますので、保証書の内容をよくご確認ください。

例えば、「取扱説明書、施工説明書、張付ラベルなどの注意書きにしたがっていない場合の不具合など」

は有料になります。

保証期間を過ぎている場合は、修理すれば使用できる商品についてはご希望により有料で修理させてい

ただきます。

●

●

保証について

修理料金は　技術料　＋　部品代　＋　出張料　で構成されています。

技術料　は、診断・故障箇所の修理および部品交換・調整・修理完了時の点検などの作業にかかる費

用です。

部品代　は、修理に使用した部品代です。

出張料　は、製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。

●

修理料金のしくみ〈東陶メンテナンス㈱にご依頼の場合〉

無料修理により交換された部品・製品は、東陶機器㈱の所有になります。●

部品の交換について
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仕様
〈洗面化粧台〉

〈化粧鏡〉

タ　　イ　　プ シングルタイプ

LDSR750SR

樹脂一体型（容量12L）

品　　　　　番

洗　　面　　器

カ ウ ン タ ー

水受けトレイ 有

上昇時：68.6N（±29.4N）、下降時：41.2N（±29.4N）
（注）昇降荷重は室温の変化により、若干変化します。

昇　降　荷　重
（室温20℃時）

ポップアップ式排水金具

ジャバラ床排水トラップ

スチロール樹脂

ガススプリング式

洗面台高さ700～850（あふれ面高さ660mm～810mm）

排　水　金　具

排水トラップ

配 管 カ バ ー

昇　降　機　構

昇　降　範　囲

製　品　寸　法
（幅） （奥行）（最大高さ）
750 × 600 × 911

製　品　質　量 37kg 38kg

サーモタイプ

LDSR750TR

タ　　イ　　プ 一面鏡

11.5kg製　品　質　量

LMR750H

20W 蛍光灯（50/60Hz切替式）

2個（容量2個合計1200W）

35W

スチロール樹脂

品　　　　　番

照　　　　　明

コンセント（容量）

く も り 止 め

材　　　　　質

三面鏡

LMR752H

（幅） （奥行） （高さ）
750 × 240 × 1113

製　品　寸　法

15kg
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MEMO
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MEMO
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★お客様へ
この保証書をお受け取りになるときに、お取付年月日、お取付店名、扱者印が記入してあることを確認
してください。保証書は再発行いたしませんので紛失されないよう大切に保存してください。

〈無料修理規定〉
1.取扱説明書、本体張付ラベル等の注意書にしたがった正常な使用状態で故障した場合には、表記の期間
無料修理いたします。

2.保証期間内に故障して無料修理を受ける場合は、お取付店にご依頼の上、出張修理に際して本書をご提
示ください。

3.ご転居の場合は事前にお取付店にご相談ください。
4.ご贈答品等で本保証書に記入してあるお取付店に修理がご依頼できない場合には、お客様相談室にご相
談ください。

5.保証期間内でも次の場合には有料修理になります。
使用上の不注意、過失による不具合及び不当な修理や改造による故障および損傷。
お取付後の移設などに起因する故障および損傷。
火災・地震・水害・落雷・凍結・その他の天災地変、公害やガス害 (硫化水素ガス) 、塩害異常電圧
による故障および損傷。
指定以外の電源 (電圧・周波数) の使用による故障および損傷。
一般家庭用以外 (例えば車輌・船舶への搭載) に使用された場合の故障および損傷。
砂やごみかみによる不具合。
消耗部品（電球など）の消耗による不具合。
日常のお手入れ箇所（水抜き栓やフィルターなど）のOリングやパッキンの摩耗・劣化による不具合。
施工上の不注意、過失による場合。
本書の提示がない場合。
本書にお客様名、お取付店名、お取付日の記入のない場合、あるいは字句を書き替えられた場合。

6.部品の交換について
無料修理により交換された部品・製品は、東陶機器㈱の所有となります。
7.本書は日本国内においてのみ有効です。
8.本書は再発行しませんので紛失しないよう大切に保存してください。

チ

ト
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ニ
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保　証　書
本書は、本書記載内容で無料修理を行うことをお約束するものです。お取付日から下記期間中、故障が発
生した場合は本書をご提示の上、お取付店に修理をご依頼ください。
尚、水栓金具については、専用の保証書がありますので別途提示ください。

サービス記録

年　月　日 サ ー ビ ス 内 容 担 当 者

※この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。したがってこの
保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありません。保証期間経過後の修理などにつ
いてご不明の場合は、TOTO「お客様相談室」または「東陶メンテナンス㈱」へお問い合わせください。

東陶機器株式会社

お
客
様

お
取
付
店
名

お 取 付 日 年 月 日

おなまえ

おところ

様
〒

〒 Tel

印

お取付日から2ヵ年保証期間

品　　番

LD S R 750型
LMR 750 ・ 752 型
L B R 250 ～ 750 型
L Y R 250 ～ 750 型
L T R 150 ・ 250 型
LWR 150 ～ 450 型
（スツール・水栓金具を除く）

リ

ヌ

ル

R�



修理・取扱いのご相談は�

まずお求めの取扱店へ�

【修理を依頼する前に「こんなときは」�（P.28）をご確認ください】�

転居や贈答品などでお求めの取扱店へご依頼できない場合は下記TOTO窓口へ�

〒�

印�

電話　　　　　－�

東陶機器株式会社�

取
　
扱
　
店�

お
客
様
専
用
窓
口�

インターネットホームページ� http://www.toto.co.jp/

TOTOお客様相談室へ�

0120-03-1010
受付時間：平日�

　　　　　土・日・祝日�

　　　　 （夏期休暇・年末年始を除く）�

9:00-18:00
10:00-18:00

受付時間：平日�

　　　　　土・日・祝日�

　　　　 （夏期休暇・年末年始を除く）�

お近くのDIYホームセンター、お求め取付工事店�
またはTOTOパーツセンターへ�

0120-8282-55
9:00-18:00
10:00-18:00

受付（年中無休）�

受付時間：関東・甲信越地区�

　　　　　　上記以外の地区�

訪問修理（年中無休）�

営業時間：�

東陶メンテナンス（株）へ�

0120-1010-05

8:00-20:00
9:00-20:00

9:00-18:00

商品の�
お問い合せは�

補修用部品の�
ご購入は�

修理の�
ご依頼は�
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